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　明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願
い申し上げます。
　全国各地の商工会議所は発足以来120年余り活動を続
けておりますが、それは我々の存在価値として地域の発展
がその経済社会の活性化にかかっているからにほかなりま
せん。しかし、現状では人口減少がもたらす地域課題・問題
（行政における財政難、企業における財務基盤の脆弱化、生
産年齢人口の低下からくる働き手、担い手不足、また収益
改善なき賃金引上げ制度等）は官民問わず顕著となってき
ており、われわれを苦しめている状況でもあります。この
状況を打破するのは、官民が連携して、または役割分担を
決めて積極的に取り組んでいくことにおいてのみ成しえる
ものと考えております。
　能登半島において、本年1月2日に出張輪島朝市が開催
され初売りによる賑わいがあったことは喜ばしいことです
が、地震や豪雨により被害を受けたのちの事業再開は6割

にとどまっていると聞きますので、
そこを差し置いてというわけには
いかないかと思います。しかしなが
ら当団体の会員事業者の昨年廃業
件数も20件にも及ぶ事態であり、
予断は許さない状況でもあります。
　われわれ会員事業者の果断なき
努力は前提として、官の積極的な支
援をいただくために陳情・要望を継続し、その結果、「商工
会議所の要望による官の支援策のおかげで・・」という事
業者の声が聞けるよう努力する所存でありますので、各々
方々におかれましては是非ご意見・ご要望等をお聞かせい
ただきたいです。諦めたら衰退の一途なので「未来に希望
を感じるまちに」なるよう一つずつ実現したいと考えてお
ります。

「未来に希望を感じるまちに」
新年のご挨拶 （所信表明）

阿波池田商工会議所
会　頭　 丸　浦　世　造

高　井　美　穂山　口　俊　一 真　鍋　和三郎
役 職 氏　　　名 事 業 所 名
会 頭 丸浦　世造 丸 浦 工 業 ㈱
副会頭 中村　盛彦 ㈴ 中 和 商 店
〃 谷　　尚美 阿 波 池 田 衛 生 ㈽
〃 真鍋　浩章 ㈱ マ ナ ベ 商 事

専務理事 坂本　正志
監 事 大泉真二郎 （福）徳育会 大泉保育園
〃 池尻　英昭 祖 谷 生 コ ン ㈱
常議員 一木加津雄 四 国 交 通 ㈱
〃 井下　泰憲 ㈲ WORLD COLLECTION
〃 岩目　大起 ㈱四国銀行池田支店
〃 寒川　耕一 ㈱阿波銀行池田支店
〃 木藤　誠治 ㈱ 南 海
〃 楠本　隆文 ㈲ ヤ マ ト 重 機
〃 小松　昌宏 四国電力送配電㈱池田支社
〃 十川　　康 ㈱徳島大正銀行池田支店
〃 田埜　泰弘 ㈲ た の
〃 田原　典郎 ㈱ 田 原 工 業
〃 田村　俊哉 コーヒー &ケーキ　俊屋
〃 千葉　秀治 ㈱ マ イ ム 池 田
〃 中村　忠久 （福）池 田 博 愛 会
〃 細田　忠敏 ㈱ シ ー モ ス
〃 前田　秀和 ㈲よねざわ池田店
〃 真鍋　隆資 マ ナ ベ 電 機 ㈱
〃 馬宮亮一郎 ㈱ 三 芳 菊 酒 造

役 職 氏　　　名 事 業 所 名
常議員 森脇　忠利 モ リ ヤ
議 員 井上　雄次 池 田 福 助 ㈱
〃 植田　佳宏 祖谷渓温泉観光㈱
〃 内田　伸昭 （医）内田会　内田医院
〃 大坂　正浩 大 坂 酒 店
〃 大西　　敬 ㈱ O A S 
〃 大平　克之 （一社）三好市観光協会
〃 岡崎　義常 ㈲阿波池田浄化槽サービス
〃 影本　栄一 ㈲ デ ー タ プ ロ
〃 久保　真二 ㈲ 中 川 衛 生
〃 坂田　和哉 ㈲ サ カ タ
〃 田岡清三郎 （医）　  田　  岡　  会
〃 谷　　正彦 池 田 観 光 バ ス ㈲
〃 田村　和男 ㈲ タ ム ラ 三 光 堂
〃 長瀬　光宏 N I S M O C ㈱
〃 中村　亨典 ㈱中村両栄舎印刷所
〃 林　　光二 徳島信用金庫池田支店
〃 久田　幸民 アクサ生命保険㈱徳島営業所

〃 平井　和彦 鮨 　 ひ ら い
〃 福井　昌幸 ㈲介護福祉センター ライフ・アップ
〃 藤本　誠司 藤本誠司税理士事務所
〃 前田　利明 ㈲ 前 田 食 糧
〃 松田　誠祐 阿 波 池 田 通 運 ㈱
〃 松端　範人 松 端 事 務 所

役 職 氏　　　名 事 業 所 名
議 員 真鍋和三郎 天 眞 ㈱
〃 向井　教陽 ㈱ ひ い ら ぎ
〃 山口　清秋 山 口 製 材 ㈱
〃 山下　伸二 ㈲伸幸プラスチック
〃 山本　恵二 ㈱四電工池田営業所
〃 吉岡　秀典 ㈱池田ケーブルネットワーク
〃 吉田　和利 吉田和利税理士事務所
〃 渡辺　裕士 ㈱ 渡 辺 鉄 工 所

役 職 氏 名
広域経営相談所　所　　　長 南 　 　 誠 司

　　　〃　　　経営指導員 竹 内 　 　 勲

　　　〃　　　経営支援員 日 坂 　 純 子

地域サービス部　 部　　長 近 藤 佐 千 子

　　　〃　　　 　主　　任 森 川 　 信 代

臨 時 職 員 山 田 　 恵 里

事 務 局

［名誉顧問］ ［ 顧　 問 ］馬　宮　　　㓛
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　明けましておめでとうございます。
2025年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。
　さて、昨年は内外ともに不透明かつ混迷の度合いが深
まった1年でした。世界ではロシアによるウクライナ侵略
の長期化に加え、中東情勢の悪化など、地政学的リスクが
拡大しました。また、経済面では米国経済が堅調さを維持
する一方で、中国経済の停滞が懸念される年になりまし
た。加えて、昨年は主要国で選挙が相次ぎ、米国では4年
ぶりにトランプ氏が次期大統領に就任する結果となり、保
護主義や自国第一主義の台頭に対する懸念が再び高まって
います。
　国内に目を転じますと、1月の能登半島地震や9月の奥
能登豪雨といった痛ましい災害に見舞われた１年でありま
した。また、秋の衆院選では与党が30年ぶりに過半数を
大きく下回り、少数与党へ転じるなど政治的変動が生じる
一方で、経済では、歴史的円安や物価高が続く中、設備投
資は好調で日経平均株価も史上初の4万円台を記録しまし
た。日本銀行はマイナス金利の解除に踏み切るなど、金融
政策にも大きな転換点が訪れました。特に昨年は「賃上げ」
をテーマとした1年でもあり、中小企業の賃上げ率も3％
台半ばに達するなど、物価と賃金の好循環に向けた大きな
一歩を踏み出した1年であったと総括できます。企業の自
助努力とともに、官民を挙げた価格転嫁の取り組みが効果
を示した結果でありますが、賃上げを行った中小企業の
約6割が収益改善を伴わない中で、人手確保のための防衛
的賃上げを迫られたことも事実です。賃上げのモメンタム
をいかに持続可能な形に転換するかが、停滞から成長のス
テージに向けた今年の大きな課題となります。

（成長の両輪は中小企業の強化と地方創生）
　日本は経済立国であり、経済成長なくして将来はありま
せん。デフレ脱却を確実にし、成長型経済への転換を進め
るためには、ＧＤＰの6割を占める個人消費の拡大が不可
欠です。その実現は、全企業数の99.7％、就業人口の約7
割、地方部では約9割を担う中小企業・小規模事業者の生
産性向上と持続的な賃上げにかかっているといっても過言
ではありません。成長の両輪の一つは中小企業であり、そ
のデジタル化、省力化投資を含めた設備投資、技術革新、

知的財産の活用・保護といった生
産性向上への不断の努力と自己変
革によって付加価値を高め、賃上げ
原資を生み出す必要があります。わ
れわれ商工会議所は本年もこうし
た前向きな挑戦を続ける中小企業
を全力で支援してまいります。ま
た、労務費を含む価格転嫁対策の
さらなる推進やＢ toＣでは企業側
の「値を上げる勇気」も必要です。消費者にも「良いサービ
ス、良いモノには値が付く」という認識を持っていただき、
国民全体のデフレマインドを払拭することも今年の大きな
テーマでありますので、消費者意識の改革とともに経済環
境の改善を目指していきたいと思います。
　また、成長の両輪のもう一つは「地方創生」です。地方の
発展なくして日本の再生はありません。政府、地方自治体、
民間が三位一体となり、地域への人材・投資の呼び込みや
「稼ぐ産業」の育成、インフラ整備などを通じて地域の経済
循環を強化し、地域の強みと潜在力、いわゆる「地域力」を
引き上げるべく全力を傾ける年にしなくてはなりません。
地域の経済インフラを担う中小企業および小規模事業者の
強化は、地方創生の取り組みとも表裏一体です。政府・地
方自治体には両者を成長の両輪と位置づけ、地域ごとの特
性を踏まえた成長戦略の策定と実行を強く求めたいと思い
ますし、われわれ全国515の商工会議所も地域経済の再
生・活性化の先導役として、さらに活動を強化できる１年
にしなくてはなりません。

（大阪・関西万博の成功を大きな成長の弾みに）
　本年4月には大阪・関西万博が開幕いたします。停滞か
ら成長への転換点にあるタイミングでの開催は、象徴的か
つ歓迎すべきことであります。「いのち輝く未来社会のデ
ザイン」をテーマとする20年ぶりの万博開催が、新たな
未来をつくる起爆剤となるよう、全国の商工会議所一丸と
なって盛り上げてまいりましょう。わが国全体の未来に向
けて成長に弾みのつく万博となることを切に願い、皆さま
の一層のご支援とご協力を心からお願い申し上げて年頭の
ご挨拶とさせていただきます。

2025年 年頭所感 ～新たな成長への飛躍の年に～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本商工会議所　会頭　小 林  健

専門家による経営相談のお知らせ 阿波池田商工会議所に専門家をお招きし、各種相談会を開催中です。
相談は無料ですが、予約が必要ですので、事前にご連絡ください。

・徳島県事業承継ネットワーク 事業承継相談（常設）
・徳島県よろず支援拠点 出張経営相談
・社会保険労務士 出張相談

●決  算  相  談 1月27日（月）〜 2月14日（金）
●確定申告相談 2月25日（火）〜 3月10日（月）

各9：00～ 16：00
（土曜・日曜・祝日は除く）

※当会の相談は3月10日㈪迄です。最終日迄に必ずお越し下さい。

決算・確定申告相談決算・確定申告相談 阿波池田商工会議所2F　研修室場所
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池田薬草　株式会社 平岡　裕次 株式会社　ひいらぎ 藤川　直也
池田福助　株式会社 森下　広基 有限会社　ヤマト重機 杉浦　優気
N I S M O C　株式会社 藤田　秀志 有限会社　ヤマト重機 平岡　　保
株式会社　四電工池田営業所 小泉　勝紀

　去る 11月 21日（木）、三好市・三好市商工会・当所主催に
よる「三好市優良従業員表彰式」が執り行われました。伊丹市議
会議長、中副議長、古井産業建設常任委員会副委員長のご臨席の
元、三好市内の事業者から推薦された 8事業所、10名の方々に、
高井市長及び当所丸浦会頭から表彰状並びに記念品が授与され、
伊丹市議会議長よりご祝辞をいただきました。
　最後に受賞者を代表して、三好西部森林組合 秋山尚毅氏から
謝辞が述べられました。
　当所関係の受賞者は下記の 6事業所 7名の方々です。受賞お
めでとうございます。

「三好市優良従業員表彰式」 令和6.11. 21　於：池田総合体育館

（順不同・敬称略）

「第216回 常議員会」
　｢第216回常議員会」を開催し、下記議案が審議されま
した。
　第1号議案から第3号議案までは継続審議となり、第4
号議案、第5号議案は原案通り承認されました。また、常
議員会終了後に船井電機跡地施設整備基本計画策定につい
ての意見交換が行なわれました。
第1号議案　｢阿波池田商工会議所事務局就業規則｣改正の件
第2号議案　｢阿波池田商工会議所嘱託就業規則｣制定の件
第3号議案　｢阿波池田商工会議所継続雇用規程｣廃止の件

第4号議案　｢阿波池田商工会議所印相規程｣改正の件
第5号議案　｢阿波池田商工会議所役員･議員および会員等の
　　　　　  慶弔および見舞金に関する規則｣改正の件
第6号議案　新規会員加入承認の件

報告事項
⑴ 三好市への要望について
⑵ 外部監査（令和6年度 :前期）結果について
⑶ ｢第26回四国酒まつり｣ 開催について
⑷ 第2回猪ノ鼻トンネル開通に伴う広域連携会議について

令和6.12. 6　於：阿波池田商工会議所　役員室

徳島県商工会議所議員大会開催
11月8日（金）、第55回徳島県商工会議所議員大会が、
徳島グランヴィリオホテルで、徳島県知事代理や県議会議
長、国会議員等多くの来賓の出席のもと開催され、当会議
所からは、丸浦会頭はじめ副会頭、常議員、議員、専務理事、
事務局職員の9名が出席しました。
　大会決議として、次の事項が採択されました。決議事項
は、後日要望書として県知事や県選出国会議員、三好市長
等に提出されました。

1 地域経済の活力強化について
2 観光振興による地域活性化について
3 南海トラフ地震などの大規模災害対策並びにインフラ

　　整備の推進について

4 脱炭素社会実現について
　大会宣言の後、日本商工会議所から重要政策課題につい
て、徳島労働局から労働基準法の改正について等の説明が
あった後、参加者が交流を深めました。

令和6.11. 8　於：グランヴィリオ徳島

開催し、今回は 2回目となります。氏家琴平町商工会会長
の開会挨拶、片岡琴平町長の歓迎挨拶の後、各団体からそれ
ぞれの取り組み状況
を発表し意見交換を
行いました。次回は
三好市商工会で開催
されます。

12月 2日（月）香川県琴平町の町立公会堂を会場に、香
川県の三豊市商工会、まんのう町商工会、琴平町商工会、徳
島県の三好市商工会、東みよし町商工会、阿波池田商工会議
所の会長・会頭等が参加する「第 2回猪ノ鼻トンネル開通
に伴う広域連携会議」が開催され、正副会頭、専務理事が出
席しました。
　令和 2年の国道 32号猪ノ鼻トンネル開通を機会に相互の
連携を深め、将来的には広域連携による共同事業や相互の活
性化・発展に繋げようとするもので、昨年度初めて池田町で

猪ノ鼻トンネル開通に伴う広域連携会議の開催 令和6.12. 2　於：琴平町
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イルミネーション ～未来への希望の光～ 終了御礼

「第26回四国酒まつり」開催のお知らせ
　　　　　　　　　　　並びに「地酒試飲会」入場券販売のご案内

　「第26回四国酒まつり」を次の通り開催する事となりました。
　「地酒試飲会」入場券の販売も次の通り実施しています。
　入場券のご購入やご来場の際には、下記の内容を必ずご確認いただき、ご理解
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　【開　　催　　日】　令和7年2月22日（土）
　【試飲会開催時間】  ①10：00～ 12：30　②13：30～ 16：00
　　　　　　　　　  ※ 入場時間を2回に分けて開催致します。
　【試 飲 会 会 場】 三好市池田総合体育館（徳島県三好市池田町マチ2551-1）
　【チケット販売】
　●販売価格　〈前売券〉2,500円 / 〈当日券〉3,000円
　●販売内容　①10：00～ 12：30 / ②13：30～ 16：00
　　　　　　※ ご購入された入場券の時間帯以外はご利用できません。
●前売券販売について
○ 前売券販売期間：2月18日（火）まで

　※ 前売券の販売は先着順で、事前予約並びに払い戻しは致しません。
　●前売券販売所

○ セブンチケット〈セブン -イレブン〉　
　○ Rakutenチケット〈セブン -イレブン・FamilyMart〉
　○ JR四国の駅〈みどりの窓口・JR四国ツアー支店（みどりの券売機プラスは除く）〉
　○ 阿波池田商工会議所

　●当日券について
　　※ 当日券もご用意いたします。
　【同　日　開　催】
●酒蔵開放　今小町・三芳菊・芳水 11：00～ 15：00（入場無料）

四国酒まつり四国酒まつり
お問合せ 四国酒まつり実行委員会（阿波池田商工会議所 内）TEL 0883–72–0143 ※会員の皆様のご支援・ご協力をお願い申し

　上げます。

ボランティアスタッフ募集ボランティアスタッフ募集商工会議所会員商工会議所会員第26回

　三好市池田町の冬の風物詩、｢夢来人（ゆめらいと）イルミ
ネーション2024｣ は、多くの皆様のご支援により12月7日か
ら1月10日までの35日間点灯、今年度も皆様方のご支援によ
り無事終了致しました。
　今年度は「未来への希望の光」をテーマ
に、これまでご支援いただいた皆様や訪
れた人達への感謝の気持ちを込めたイル
ミネーションを装飾。音楽と光が連動す
るメインツリーやステージのイルミネー
ションと連動して光る ｢エールBOX」、ピ
ンクのバラをモチーフにした ｢THANK 
YOU GATE｣ 、皆様への感謝の想いを込
めて実行委員が制作した竹灯りなどで池田へそっ子公園全体が
彩られました。
　イルミネーション点灯式では今年も大泉保育園児による「夢
来人宣言」が披露され、園児の皆さんとのカウントダウンによ

り夢来人イルミネーションが点
灯されました。
　昨年30周年を迎えた夢来人イ
ルミネーションは今年度で一区
切りとなり、次年度からは新た
に青年部事業としてイルミネー
ション事業が引き継がれることになりました。
　これまで31年間の「夢来人イルミネーション」へのご支援に
対しまして、心より御礼申し上げます。31年間灯し続けた「灯
り」は来年度から青年部へと引き継がれ、池田町の「未来への
希望の光」としてこれからも続いていくことを願っております。
　今後とも、イルミネーション事業が三好地域の活性化と振興
に貢献できるよう、皆様方には引き続き、ご支援を賜りますよ
うお願い申し上げます。
　　　　　　　　令和7年1月
　　　　　　　　　　夢来人イルミネーション実行委員会

「第39回 歳末感謝祭大売出し」盛況
　池田町の歳末商戦を盛り上げるべく、町内事業所約70店が
参加して抽選会方式の合同大売出しを行いました。抽選会は、
12月21日～ 25日の5日間、抽選会場は、栄町の空店舗（旧ろ
うきん）を活用しました。
　景品には、“特賞”商品券5万円をはじめ、人気の任天堂ス
イッチや32型液晶テレビなど、豪華賞品を取り揃え、恒例の
“10円玉つかみ取り”も大盛況でした。さらに当所役員、議員
の皆様や参加店からご提供いただきました企業賞は101点に

のぼりました。皆様のご支援、
ご協力に対しまして、心より感
謝申し上げます。
　これからも地域経済の発展に
貢献できるよう努めてまいりま
すので、ご支援、ご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

日本の「伝統的酒造り」がユネスコ無形文化遺産に登録されました。
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まちおこしキャラクター『つたはーん』通信 !!
11月16日（土）　JR観光列車「千年ものがたり」お出迎え（JR阿波池田駅）
11月19日（火）　「税を考える週間｣ 一日税務署長（フレスポ阿波池田）
12月 4日（木）　JR観光列車「千年ものがたり」結婚式お出迎え（JR阿波池田駅）
12月 7日（土）　三好市役所新庁舎内覧会（三好市役所庁舎）
12月 7日（土）　｢夢来人イルミネーション2024｣ 点灯式（池田へそっ子公園）
12月 7日（土）　JR観光列車「千年ものがたり」お出迎え（JR阿波池田駅）
1月10日（金）　池田えびす祭り（中町えびす神社）

2025年、今年もたくさんの方から
年賀状をいただきました。
10周年を迎え、これからも皆様に
喜んでいただけるよう頑張って参
ります。

｢つたはーん｣ の活動・予定は、
ポータルサイトをご覧下さい‼
　　　  ※つたはーん公式サイト
　　　https://tsutahaan.org

11月7日（木）～ 8日（金）に大津市 びわ湖ホールにて
開催された全国大会に住吉会長以下5名で参加しました。
7日に懇親会、8日に全国大会・石山寺座主 鷲尾龍華師の
記念講演が開催され、全国から約2500名が一堂に会し、
他県の女性会会員と交流しました。
　天候にも恵まれ、懇親会後の花火やエキスカーション

11月22日（金）に阿南商工会議所女性会主管による、
県女連合同研修会に住吉会長以下６名で出席しました。
　最初にロープウェイで太龍寺を参拝、副住職に講話をい
ただきました。阿南町田会長のお店で昼食後、加茂谷公民
館で那賀川河川事務所 北川所長、南部県民局 椿主事より

第56回全商女連滋賀全国大会

徳島県商工会議所女性会連合会 合同研修会 阿南

女性会だより女性会だより

10月度例会「ビジョン基礎講座」を開催

12月度例会「行政との意見交換会」を開催 1月度例会「池田えびす祭り」を開催

青年部だより青年部だより

　令和 6年 10月 25日（金）、未来ビジョンを掲げ、地
域を牽引していく変革の道標となるリーダーを育成するこ
とを目的に、当所青年部組織力強化委員会の田原委員長を
講師として「ビジョン基礎講座」を開催。地域における自
企業の在り方を見つめ直し、抱える課題と進むべき道筋を
明確にするとともに、商工会議所活動の活性化を目指す内
容で、多くの気づきが得られました。

　令和 6年 12月 19日（木）、災害時に備えた新たな一
歩として「三好市危機管理課との意見交換会」を開催。当
日は災害時の問題を事前に学び備えることで、被災地支援
活動の課題を把握し、防災意識の向上を目指す内容で、青
年部メンバーのネットワークと官民連携を活用した災害支
援活動への具体的なアプローチを検討するため、活発な意
見交換が行われました。

　令和 7年 1月 10日（金）、商いの守護神～えびす様を
祈願する「第 31回池田えびす祭り」を中町自治会と当所
青年部が運営協力する形で開催。
　当日は、中町えびす神社境内において神事が執り行われ、
「福笹」「熊手」などの縁起物販売をはじめ、福引としょう
が湯のお接待を行い、地域の活性化と商売繁盛願う参拝者
で賑わいました。

等、滋賀県女連の皆様
のおもてなしのおかげ
で充実した2日間とな
りました。
　ご参加いただいた皆
様、お疲れ様でした。

水害リスクや避難所での健康管理
について講演、防災訓練として阿
南市危機管理課の職員からロープ
の結び方、簡易テント・トイレの
組立について教えていただき、大変参考になりました。

その他の事業
・10/25 令和6年度 四国商工会議所女性会連合会総会（高松市）　　・11/13 ほっと！ホットなまちづくり（花の植替え）
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　池田税務署管内納税貯蓄組合連合会と三好地区租税教育推進協議会の主催による、三好地区内小・中・高校生から募集し
た「税に関する作品」の表彰式について、表彰状並びに感謝状は、所属する学校等にて受賞者等に伝達されました。
　尚、本年の受賞者は、以下の通りです。〔敬 称 略 〕

みよし税協だよりみよし税協だより
令和6年度　税に関する作品等受賞者

高松国税局　局長賞
　三野中　　工藤穂暖花（作文）

池田税務署管内納税貯蓄組合  会長賞
　三野中　　土井　咲花（作文）
　三野中　　浦川友羽奈（作文）

池田税務署長賞
　池田高　　石丸　紘大（作文）
　三野中　　田村　裕菜（作文）
　井川中　　仁尾日香理（作文）
　加茂小　　中内　　希（絵はがき）
　王地小　　邉見　優那（標語）

三好市長表彰
　西井川小　山本　英光（作文）
　箸蔵小　　沖　美友子（絵はがき）
　箸蔵小　　下川　瑛太（標語）
　池田中　　棚内　菜生（標語）

学校表彰
　租税教育推進校等表彰　池田税務署長表彰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三好市立　東祖谷小学校
　公益社団法人 池田法人会会長表彰　学校奨励賞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三好市立　西井川小学校

三好地区租税教育推進協議会会長表彰
　池田高　　　　岡田　康花（作文）
　池田高　　　　西岡　璃子（作文）
　池田高（辻）　　西村　結月（作文）
　池田高（三好）　岡　　彩良（作文）
　三加茂中　　　川原　來羽（作文）
　東祖谷中　　　中西　翔威（作文）
　昼間小　　　　志津　祐輝（作文）

箸蔵小　國金日菜子（作文）
加茂小　檜　　実玖（書道）
昼間小　谷井　志穂（書道）
池田小　髙岡慎太郎（書道）
三縄小　三井こはな（書道）
辻　小　近藤　汐莉（書道）

四国税理士会池田支部長表彰
　三加茂中　元木萌々華（標語）

池田税務署管内青色申告会連合会長表彰
　池田小　　尾脇　　舞（書道）

　納税貯蓄組合とは、
　納税貯蓄組合法という法律に基づいて、納税
資金の貯蓄による各種税金の円滑な納付を目的
として組織された民間団体です。
　納税貯蓄組合は、
　１．振替納税の利用をはじめとする税金の期

限内完納の呼び掛け
　２．税に関する各種研修会等の開催による税

知識の普及
　３．中学生の「税についての作文」募集による

租税教育の推進
　４．電子申告・納税（e-Tax）普及、ダイレクト

納付の利用勧奨を図る。
　などを通じて、納税思想の高揚のための活動
を行っています。

納税貯蓄組合とはࠃ࢛੫ཧ࢜会
ాࢧ部͔Βの
͓Βͤ

会࢜੫ཧࠃ࢛
ాࢧ部͔Βの
͓Βͤ にせ税理士行為にご注意にせ税理士行為にご注意

ɹ੫ཧ࢜ຢ੫ཧ࢜๏ਓͰͳ͍ऀ͕ɺ੫ཧ࢜·͕͍ͷߦҝΛ͜͏ߦͱ
Λʮʹͤ੫ཧߦ࢜ҝʯͱݺΜͰ͍·͢ɻ
ɹ੫ཧ࢜ຢ੫ཧ࢜๏ਓͰͳ͍ऀ͕ɺ੫ॺʹఏग़͢Δਃࠂॻਃ
ॻͷ࡞ͳͲͷۀΛͨͬߦ߹ɺ๏ʹΑͬ ͯേͤΒΕ·͢ɻ
ɹ͜ͷΑ͏ ͳऀʹɺ੫ཧ੫ॻྨͷ࡞ͳͲΛґཔͨͨ͠Ίʹɺ
ෆͳใुΛཁ͞ٻΕͨΓɺෆଌͷଛΛඃͬͨྫ͕গͳ͋͘ Γ·ͤΜ
ͷͰɺे ͝ҙͩ͘ ͍͞ɻ

眞鍋　照夫
　三好郡東みよし町足代2837-1
☎0883-79-3578
藤本　誠司
　三好市池田町シマ727-5
☎0883-72-3540
吉田　和利
　三好市池田町マチ2398-2
☎0883-72-0140
秋田　耕三
　三好郡東みよし町昼間3691-2
☎0883-79-3082

篠原　貞雄
　三好郡東みよし町加茂2468-1
☎0883-82-6118

新田　文江
　三好郡東みよし町昼間2517
☎0883-70-0131

阿部　義弘
　三好郡東みよし町加茂2468-1
☎0883-82-6118

細川　員城
　三好郡東みよし町昼間2517
☎0883-70-0131

会 　 員 　 名

池田税務署管内納税貯蓄組合連合会
三好市池田町マチ2191－1
阿波池田商工会議所内　TEL 72－0143

池田間税会  会長表彰
　辻　小　　近藤　萌杏（標語）
　池田小　　近藤　優奈（標語）
　三野中　　梶川　心暖（標語）

　井川中　　立花　芽衣（標語）
　山城中　　華岡　大虎（標語）
　三好中　　杉本　航平（標語）　

東みよし町長表彰
　昼間小　　寺野　心乃（作文）
　加茂小　　藤本　悠希（絵はがき）

　加茂小　玉木　力愛（標語）
　三好中　高橋　昂聖（標語）

公益社団法人 池田法人会会長表彰
　箸蔵小　沖　美友子（作文）
　箸蔵小　前田　彩寧（作文）
　昼間小　大西　弥桜（絵はがき）
　加茂小　檜　　実玖（絵はがき）
　池田小　小池　　昂（絵はがき）

加茂小　田村　　悠（絵はがき）
三庄小　遠藤　夕生（絵はがき）
箸蔵小　増原　瑚子（絵はがき）
箸蔵小　切佐古幸輝（絵はがき）

三野中学校
三野中学校

池田小学校
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リレー執筆リレー執筆

編集だより

山口製材株式会社

育ってきたこの町で

山口 新太郎
　皆様、あけましておめでとうございます。
　今回大西さんからリレー執筆のお話をいただきました、
山口製材株式会社の山口新太郎と申します。私は、この池
田町で高校を卒業するまで育ち、その後大阪で4年大学生
活を送り卒業しました。
　そして三重県の木材市場にて2年間働かせていただいた
のち6年ぶりに池田町に戻りましたが、たった6年の不在
の間にもコロナのこともあり、町の変化や人口の減少には
驚きました。
　それから父が社長を務める山口製材株式会社で働き3年
が経った頃、商工会議所青年部へのお誘いをいただき、自
身が育ったこの池田町に何か返すことができたらと思い入
らせていただきました。
　当社は主に杉材を取り扱う木材の製剤と加工を専門とす
る企業で、創業以来住宅建材や内装材を中心に木材製品を
提供してきました。杉は軽量で加工しやすく、耐久性や美
観に優れた特性を持つため長年住宅の構造材や内装材に使

われてきましたが、当社はその杉材を大量か
つ安定的に供給するため、最新の機械設備と
効率的な製造プロセスを駆使しています。ま
た、製材過程で発生してしまう大鋸屑（おが
くず）等はバイオマスボイラーで再利用され、木材乾燥機
を動かすためのエネルギー源として活用されています。こ
のような取り組みにより環境負荷の軽減にも貢献してい
ます。
　しかし、当社は2つの大きな課題に直面しています。1
つ目は人手不足です。建築業界全体で労働者の確保が難し
く、製材業務にも影響が出始めています。もう1つの課題
は、建物の着工数減少です。住宅建設の着工数が減少して
いることにより、木材の需要も低下しています。これによ
り、当社の主力製品である杉材の注文が減少しており、市
場の厳しい状況に直面しています。
　商工会議所青年部には様々な業種の方々が集まってお
り、県内外の経営者の方々とのコミュニケーションも多く
取れるため、前述した人手不足などの問題に直面している
方々から話を聞ける場面も多く、身になる講演会などに
誘っていただく機会もありますので、今後とも自社の発展
に生かしつつも地域に貢献していけたらと思います。

　日本酒や焼酎、泡盛といった日本の「伝統的酒造り」が、
令和6年12月5日ユネスコの無形文化遺産に登録されま
した。伝統的酒造りとはどういうことか、以下に文化庁の
伝統的酒造りシンポジウムホームページの記述を紹介しま
す。
　「「伝統的酒造り」とは、杜氏・蔵人等がこうじ菌を用い、
長年の経験に基づき築き上げてきた酒造り技術のことで、
500年以上前に原型が確立したといわれています。日本各
地の気候風土に応じて発展し、日本酒、焼酎、泡盛、みりん
等の製造に受け継がれてきました。
　また、祭事や婚礼といった日本の社会文化的行事に酒が
不可欠な役割を果たしており、伝統的酒造りはそれを根底

で支える技術とされています。」
　日本ならではの500年以上前から受け継がれる文化で
す。嗜好の多様化もあって日本酒の消費量は減少傾向と聞
きますが、これを機に海外も含め消費拡大につながるので
はないでしょうか。三好市では「地酒で乾杯を推進する条
例」を制定し、地酒の普及を通した日本文化への理解の促
進が行われています。三好市内で是非飲んでいただきたい
ものです。

2月22日（土）には、第26回となる四国酒まつりが開
催されます。飲み過ぎには注意しながら、池田町から日本
の伝統文化を盛り上げていきましょう。

新入会員のご紹介
〈事業所名〉 〈代表者〉 〈所在地〉 〈業　種〉
やきとり 縁 茶 園　英 登 池田町サラダ1661-1 飲食業
warakome ラボ 片 岡　裕 美 池田町州津片山84 書籍販売、アクセサリー制作講師

～ ご入会ありがとうございました ～

徳島県 最低賃金が改定されました。

令和6年
11月1日から 円980〈

時
間
額
〉

84円
UP

最低賃金改正に伴う労務相談や業務改善助成金等に関するお問い合わせ先
徳島働き方改革推進支援センター（TEL 0120-967-951）まで

※一部の産業には
　特定最低賃金が
　定められています。

［お問い合わせ先］
徳島労働局労働基準部賃金室
（TEL 088-652-9165）
または最寄りの労働基準監督署へ
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融　資
限度額
返　済
期　間

利　率

担保・
保証人

～敬称略・入会順～

就職する従業員の方の
再就職をサポート
事業縮小などの事情により、離職を余儀なくされる
従業員の方に、在職中から再就職活動をサポート

費用は

無料

公益社団法人 産業雇用安定センター
〒770-0841　徳島市八百屋町2-11  ニッセイ徳島ビル5階
TEL: 088–626–9511 FAX: 088–626–9512
https://www.sangyokoyo.or.jp/
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